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開会 
本 部 長 挨拶 
議 
1 ILC 計 画 に 係る 国内 外 の 動向 
令 和 3 年 度 に お ける 県 の 取組 状況 
令 和 4 年 度 に お ける ILC 推 進 の 取組 方 針 ( 案 ) 
その 他 
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CO MN 








1 IL 計画 に 係る 国内 外 の 動向 








1 直近 の 主 な 動向 


[2019 年 ] 
3 月 国際 将来 加速 器 委 員 会 (ICFA) 会 議 に お いて 、 日 本 政府 が 初め て ILC 計画 へ の 関心 を 表明 


2 i2021 年 6 月 
[2020 年 〕 Re ロジ の に 議 LC 準備 研究 所 提案 書 




















6 月 ・ 欧 州 素 粒 子 物理 戦略 が 更新 され 、 日 本 に お いて ILC が タイ ムリ ー め ば 、 欧 州 
は ILC に 協力 する こと と され た (米国 で は 、 の の 
クト 優先 順位 決定 委員 会 ) に お いて 、TILC の 開発 と 実現 を サポ ー ト する と 示し て 
いる 。) 
・KBEK が 「ILC プ ロジ ェクト の 4 段階 」 を 公表 
8 月 ・ILC 国 際 推 進 チ ー ム が 設立 され 、ILC 準 備 研究 所 設立 に 向け た 活動 を 開始 
・ 東 北 ILC 事 業 推進 セン ター が 発足 し 、 建 設 準備 の た め の 実 務 的 な 調査 検討 を 開始 
10 月 ・ 国 際 会 議 AWLC2020 で 、 米 国政 府 (エネ ルギー 省 、 国 務 省 ) が ILC に 対す る 強い 関 | 
心 や 支持 、 国 際 協 議 継 続 の 姿勢 を 表明 際 的 が 議論 に より 、ILC 実 現 へ の 道筋 が 明 傘 
令 和 2 年 6 月 26 日 KEK メデ ィ ア サロ ン 資 料 
[2021 年 〕 


2020 年 8 月 

















ILC 国 際 推 進 チ ー ム が 、ILC 建 設 開 始 に 向け て 、 技 術 開 発 と 政府 間 交 渉 の サポ ー ト を 目的 と する 「ILC 準 備 研究 所 設立 に 関す る 提 
案 書 」 を 公表 
高 エ ネル ギー 物理 学研 究 者 会 議 ・KEK が 、ILC に 関す る 有識者 会 議 及 び 日 本 学術 会 議 か ら 指 摘 さ れ た 課題 の 解決 に 向け た 取組 の 
現状 や 今後 の 方 策 と 見 通し を まとめ た 「ILC 計 画 に 関す る 主 な 課題 に つい て 」 を 公表 
7 月 | 文部 科学 省 が 「ILC に 関す る 有識者 会 議 (第 2 期 )」 を 再開 (年 度 内 に 取り まとめ の 見 通し ) 
10 月 | 文部 科学 省 が 米国 ・ 仏 国 ・ 独 国 ・ 英 国 と の 意見 交換 を 実施 
令 和 4 年 度 政府 予算 案 決 定 【 文 部 科学 省 : 4.8 億 円 】( 令 和 3 年 度 と 同額 ) 
12 月 ・ 米 欧 と の 先端 加速 器 の 低 コ スト 化 に 関す る 共同 研究 3.2 億 円 
・ILC 関 連 経費 (KEK 運営 費 交付 金 の 内 数 ) 1.6 億 円 





6 月 























2 「ILC 準 備 研究 所 提案 書 」 に つい て 
ILC 国 際 推 進 チ ー ム (IDT) が 、 準 備 研究 
参加 に つい て 検討 を 行う も の 。 
[ 主 な 内 容 〕 
① 準備 研究 所 の 役割 
・ 加 速 器 施設 の 技術 的 な 準備 と 技術 設計 書 の 作成 


究 所 の 役割 や 組 


・ 土 木工 事 や イン フラ 整備 の た め の 設 計 検 討 (土木 工事 や イン フラ は ホス ト 国 の 責任 。 北上 山地 の 候補 地 で は 、 予 備 的 な 地質 
環境 影響 評価 (地元 自治 体 と の 密接 な 協力 の も と に 実施 ) 


が 行わ れん て いる 。)、 
② 準備 研究 所 の 運営 ・ 組 織 

・ 準 備 研究 所 は 世界 中 の 研究 機関 間 の 国際 協力 の も と 組織 

・ 全 体 を 統括 ・ 調 整 す る た め に 本 部 を 日 本 に 設置 (組織 形態 

は 一 般 社 団 法人 と する こと を 想定 ) 





③ 準備 研究 所 創設 プロ セス 
・ 少 数 の 主要 研究 機関 が 準備 研究 所 設立 に 合意 し 、 共 同 宣言 
に より 開始 
・ 準 備 研 開始 の 前 提 と し て 、 日 本 政府 が 日 本 誘致 に 前 向き な 
姿勢 を 示す こと が 必要 





④ 準備 研究 所 作業 計画 


・ 加 速 器 施設 の 技術 的 な 準備 と 設計 作業 は 18 の ワー ク パ バ パッケ 


ー ジ (WP) と し て 整理 され 、 国 際 的 に 分 担 し て 取り 組む 
⑤ 参考 コス ト と 必要 な 人 的 資源 

・ 加 速 器 作業 の WP : 物件 費 58MILCU、364 人 ・ 年 

・ 詳 細 技 術 設 計 : 250 人 ・ 年 (人 的 資源 の み 計 上 ) 

・ 土 木 関連 : 土 本 工事 連 65MTLCh、 70 人 ・ 年 

・ 本 部 組織 : 運営 費 820kUS$、30 人 ・ 年 

※ 1 ILCU= 1 US$ (有識者 会 議 等 で は 1 US$ 三 100 円 と し て 換算 ) 

















旧 織 、 作 業 計画 





に つい て 取り まとめ た も の で あり 、 こ の 提案 書 に 基づい て 各国 が ILC 


A 調査 


画 5 つの 加速 器 分 野 に 18 の ワー ク パ ッ ケ ー ジ 
超 伝導 Em 
a eo En 
電子 源 アン ジュ レー タ 型 陽電子 源 


WP-4 WP-5 
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WP-12 WP-13 
シス テム 設計 Collective effect 








| は 、「 岩 手 大 学 」・「 岩 手 ! 
| ンタ ー」・「 い わ て 産業 振興 セン ター」 
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| の ある 研究 機関 」 と し て いる 
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3  「ILC 計 画 に 関す る 主 な 課題 に つい て 」 
文科 省 有識者 会 議 及 び 日 本 学術 会 議 の 検討 に お いて 指摘 され た 課題 の 解決 に 向け た 取組 の 現状 と 今後 の 方 策 ・ 見 通し を 、 高 エネ ル ギ 
ー 物 理学 研究 者 会 議 (研究 者 コミ ュ ニ ティ ) と KEK が 取り まとめ た も の 。 
[課題 の り 主 な も の ]〕 
① 国際 的 な 研究 協力 及び 費用 分 担 の 見 通し 
・ 各 国 の 費用 分 担 と 資金 確保 に 向け た 議論 、 国 際 協 力 に よる 人 材 の 育成 ・ 確 保 等 の 見 通し 
② 学術 的 意義 や 国民 及び 科学 コミ ュ ニ ティ の 理解 
・ 欧 州 の 将来 円 形 加速 器 と 比較 し た ILC の 意義 、 国 民 及 び 科 学 コ ミュ ニテ ィ の 理解 ・ 支 持 
③ 技術 的 成立 性 の 明確 化 
(1) ILC 加 速 器 等 
・ 目 標 性 能 の 明確 化 と 工程 、 性 能 向 上 ・ コ スト 検証 ・ 品 質 管 理 、 コ スト 上 昇 対策 の 検討 
(2) 土木 工事 及び 環境 ・ 安 全 対策 
・ 地 下水 浸水 対策 、 地 震 や 火災 な どの 対策 の 経費 算定 も 含め た 計画 
・ 大 量 の 掘削 残土 の 処理 方 法 や 処分 場所 の 確保 
・ 大 量 湧 水 が あ っ た 場合 の 工事 費用 や 工期 へ の 影響 の 検討 と 対策 
・ 玩 口 周辺 や 掘削 残土 の 捨て 場 な ど 環 境 調査 や 土砂 災害 対策 
・ 放 射線 防護 対策 、 放 射 化物 の 長期 維持 管理 の 検討 及び 地域 住民 の 理解 
・ 広 範 な 地下 水位 低下 の 可能 性 も 考慮 し た 環境 影響 評価 方 針 の 明確 化 
④ コスト 見 積 の 妥当 性 
・ 現 時 点 で の 未 計上 の 経費 の 算定 や 経費 負担 の 在り 方 
・ 追 加 経費 発生 リス ク (技術 、 工 期 延 長 、 市 場 等 ) へ の 十分 な 留意 
⑤ 人 材 の 育成 ・ 確 保 の 見 通し 
・ 人 材 育 成 計画 や 外国 人 の た め の 住 環境 や 家族 の 生活 支援 等 を 含め た 環境 整備 の 検討 
⑥ その 他 
・ 準 備 研究 所 に 係る 体制 等 、 技 術 的 ・ 経 済 的 波及 効果 























4 第 2 期 有識者 会 議 に つい て 
(1) 趣旨 
令 和 3 年 6 月 、「ILC 準 備 研究 所 提案 書 」(ILC 国 際 推 進 チ ー ム ) 及び 「I1LC 計 画 に 関す る 主 な 課題 に つい て 」( 高 エネ ルギー 物理 学研 究 
者 会 議 ・KEK) が 公表 され た こと を 受け 、ILC 計 画 全体 に つい て 、 こ れ ま で に 指摘 され て いる 諸 課 題 の 進捗 等 に つい て 、 専 門 的 見 地 か ら 
フォ ロー アッ プ の 議論 を 行う と と も に 、 最 新 の 情報 を 整理 する 。 
(2) 議論 の 進め 方 等 
・ 平 成 30 年 7 月 の 有識者 会 議 報告 書 の 取り まとめ 以降 、 こ れ ま で に どの よう な 取組 、 進展 が 図ら れ た か 、 ま た 、 諸 課題 の 解決 の 見 通 
し が 立っ て いる か と いう 視点 で 議論 
・ILC 計 画 を 提案 し て いる 研究 者 組織 の 代表 等 と の 意見 交換 を 実施 
・ 座 長 : 観山 正見 岐阜 聖徳 学園 大 学長 ( 元 国立 天文 台 台 長 ) 
(3) 開催 状況 
























































開催 日 主 な 内 容 





7/29 第 1 回 | 会 議 の 進め 方 、 諸 課題 の 進捗 状況 の 確認 の 視点 に つい て な ど 








10/14 第 2 回 | 計画 を 提案 し て いる 研究 者 と の 意見 交換 
①TILC 計 画 の 概要 と これ まで の 経緯 、② 技 術 的 成立 性 及び コス ト 見 積もり の 妥当 性 (加速 器 等 ) 、 
③ 準 備 研究 所 提案 書 に つい て 




















10/18 第 3 回 | 計画 を 提案 し て いる 研究 者 と の 意見 交換 
① 技 術 的 成立 性 及び コス ト 見 積もり の 妥当 性 (土木 及び 環境 ・ 安 全 対策 ) 、② 学 術 的 意義 や 国民 及び 科学 コミ ュ ニ ティ の 理解 、 
③ 国 際 的 な 研究 協力 及び 費用 分 担 の 見 通し 、④ 人 材 の 育成 ・ 確 保 の 見 通し 及び その 他 








11/29 第 4 回 | 追加 質問 に つい て 、 欧 米 の 最新 の 動向 に つい て 、 全 体 を 通じ た 議論 








12/21 第 5 回 | 第 4 回 有識者 会 議 後 の 追 加 質 問 に つい て 、 議 論 の まとめ (骨子 案 ) 





1/20 第 6 回 | 議論 の まとめ ( 案 ) 
※「 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) 計画 の 諸 課 題 に 関す る 議論 の まとめ ( 案 )」 に つい て 、 委 員 か ら 様 々 な 意見 が 出さ れ 、 
今後 、 こ れ を 踏ま えた 修正 案 を 各 委 員 で 確認 の うえ 、 最 終 的 に 座長 に 一 任 す る こと と な っ た 














「 国 際 リ ニア コラ イダ ー (ILC) 計画 の 諸 課 題 に 関す る 議論 の まとめ ( 案 )」( 第 6 回 有識者 会 議 (1 月 20 日 ) ) 








4 まとめ 
以上 の 議論 を まとめ る と 、 結論 は 以下 の よう に 整理 され る 。 


これ まで の 議論 か ら 、ILC 計 画 に つい て は 、 第 1 期 有識者 会 議 の 取り まとめ 以降 約 3 年 が 経っ た 現時 点 に お いて 、 一 定 の 技術 的 な 進展 等 は 認め ら 
れる も の の 、ILC 計 画 の 今後 の 見 通し を 明確 に する よう な 大 き な 進 展 は 見 られ な い 。 また 、 こ うし た 状況 と 併せ て 、2021( 令 和 3) 年 2 月 の 文部 科学 大 臣 
の 国会 答弁 に お ける ILC 準 備 研究 所 に 関す る 見 解 も 踏ま えれ ば 、 現時点 に お いて 提案 研究 者 コミ ュ ニ ティ が 希望 する ILC 人 準備 研究 所 段階 へ の 移行 
を 支持 する こと は 困難 で ある と 言わ あざ る を 得 な い 。 


ILC 計 画 を 人 巡る 諸 課 題 の 現状 は 上 述 の 通り で ある が 、 今 後 の 本 分 野 の 継続 的 な 発展 を 願う 観点 か ら 、 第 2 期 有 識者 会 議 と し て 以下 の よう に 付 言 し た い 。 


素 粒子 物理 学 、 ま た その 基盤 と な る 加速 器 科 学 の 分 野 に お いて 、 日 本 は これ まで 多く の 日 本 人 ノー ベル 賞 受賞 者 を 輩出 する な ど 世 界 的 に 高い プ 
レ ゼ ンス を 有 し 、 今後 と も 世界 を リー ド す る 研究 成果 を 創出 し て いく こと が 期待 され る と いう 点 は 、 第 2 期 有 識者 会 議 に お いて も 理解 が 共有 され た 。 世 
界 の 素 粒子 物理 学 の 将来 を 展望 すれ ば 、 ヒ ッ グ ス 粒 子 の 精 九 測定 や その 先 に ある 「 標 準 理 論 を 越え た 物理 」 の 開拓 が 持つ 学術 的 意義 の 大 き さ そ の 
も の に 変わ り は な い 。 一 方 で 、 昨今 の 各国 の 厳し い 財 政事 情 等 も 踏ま それ ば 、ILC 計 画 の 進め 方 に つい て 、 提案 研 究 者 コミ ュ ニ ティ を 中 心 に 再 検討 
する 時 期 に 来 て いる と 言え る 。 

この 再 検討 に 当たっ て は 、ILC 計 画 の み に 閉 じ た 議 論 で は な く 、 現在 進め られ て いる FCC の FS の 検討 状況 等 も 視野 に 入れ な が ら 、 ど の よう に 素 粒 
子 物 理学 、 加 速 器 科学 の 分 野 の 将来 像 を 描き 、 サ イエ ンス を 継続 的 に 発展 させ て いく の か 、ILC、FCC を 含め て ヒッ グ ス フ ァ ク トリ ー に 関す る 国際 的 な 
研究 開発 戦略 を 中 長期 的 な 時 間 軸 で どの よう に 再 構築 し て いく の か 、 そ の 戦略 の 核心 を な す 技 術 課題 は 何かと いっ た こと と 合わ せ て 検討 ・ 整 理 し て 
いく こと が 必要 と な っ て いる も の と 考え られ る 。 

それ まで の 間 、ILC 計 画 に つい て は 、 今 回 提案 され た ILC 準 備 研究 所 に こだわ る の で は な く 、 国際 的 な 費用 分 担 の 議論 に 直接 影響 を 及ぼ す サ イト 
問題 を 一 旦 切り 離し 、 最新 の 技術 動向 も 踏ま えつ つ 次 世代 加速 器 の 開発 に 向け て 戦略 上 重要 と な る 技術 課題 等 を 、 関係 国 の 研究 機関 に よる 適切 な 
分 担 の 下 で 、 ま ず は 着実 ( te 様々 な 状況 を 踏ま を な が ら 段 階 的 に 研究 開発 を 展開 し て いく べき で は な いか >。 

な お 、 こ の よう な 巨額 の プロ ジェ クト を 実現 させ る た め に は 、ITER 計 画 等 の 過去 の 大 規模 国際 共同 プロ ジェ クト の 合意 形成 プロ セス も 参考 と し つつ 、 
関係 国 の 政府 関係 者 が 、 各 国内 で NE また 、 そ れ ぞ れ の 事情 を 共有 し な が ら 議 論 で きる 環境 が 醸成 され る こと が 重要 で ある 。 ま 
た 、 国内 外 の 様々 な ステ ー ク ホル ダー の 幅広 い 理 解 ・ 文 持 の 拡大 に 向け て 、 関係 者 間 の 信頼 関係 を 保ち な が ら 、 研究 者 コミ ュ ニ ティ が 地道 な 努力 を 
積み 上 げ て いく こと も 重要 で ある 。 この 点 に つい て は 、 本 年 、 新 た に 設立 され た ILC ジ ャ パン の 今後 の 活動 に 期待 する 。 

改め て 世界 の 素 粒子 物理 学 、 加速 器 科学 の 研究 者 コミ ュ ニ ティ に より 、 将来 の 発展 に 向け て より 現実 的 な 検討 が 行わ れる こと を 期待 し た い 。 











































































































※ 下 線 は ILC 推 進 局 が 付 し た も の 




















5 米 欧 と の 意見 交換 に つい て (第 4 回 有識者 会 議 11 月 29 日 ) 文部 科学 省 提 出資 料 に よる ) 








1. 欧州 
【 仏 国 】 (MESRI : 高等 教育 ・ 研 究 ・ イ ノ ベ ー シ ョ ン 省 ) 

・ 現 在 、 国 内 の ロー ド マ ッ プ を 改訂 中 (2022 年 に 公表 予定 ) 。 ま 
た 、 欧州 研究 イン フラ 戦略 フォ ー ラ ム (BSFRI) ロー ド マ ッ プ も 











と は な い 。 

・ 財 政 面 で は 、 様々 な 国際 的 な プロ ジェ クト へ の 対応 に より 非常 
に 茂 しい 状況 。 この た め 、 現 時 点 で ILC へ の 投資 は 全く 考え て い 
な い 。 

・EFCC に つい て も 慎重 に 見 て いる 。 複数 提案 の ある ヒッ グ ス フ ァ 
クト リー に つい て 国際 的 な 議論 が 必要 。 





【 独 国 】 (BMBF : 連邦 教育 研究 省 ) 

・ILC 計 画 の 科学 的 可能 性 は 認め る 。 準 備 研究 所 を 含め ILC 計 画 を 
さら に 議論 する た め に は 、 コ スト 面 の より 明確 な 情報 が 必要 。 
国内 の 財政 的 余力 は ほとん ど な い 。 

・ 国 内 ロー ド マ ッ プ の 改訂 が 来年 開始 (2024 年 に 公表 予定 ) 。 独 
国 に 相当 の 負担 が 期待 され る の で あれ ば 、 ロ ー ド マッ プ に 組み 
込ま れる こと が 必要 。 

・ ホ スト 国 に よる ILC 計 画 へ の 優先 順位 付け が な い 中 で 、TILC 計 画 
を 独 国内 で 優先 する こと は 難し い 。 











改訂 中 (2021 年 末 に 公表 予定 ) 。 これ ら に ILC 計 画 が 含ま れる こ 


【 英 国 】 [ STFC : 科学 技術 施設 会 議 
昌和 

・ 最 新 の 欧州 素 粒子 物理 戦略 に 基づく 既存 プロ ジェ クト が 優先 。 
他国 と 同様 に 、 英 国 の 財政 事情 も 、 コ ロナ 対策 に より ひっ 迫 。 
・11 月 に 予算 審査 プロ セス が あり 、 今後 3 年 の 政府 予算 が 決定 。 
日 本 が ILC を 進め る 意思 を 明示 する こと は 、 英 国 に と っ て 役 立 
CS の 。 

・ 国 内 ロー ド マ ッ プ を 改訂 中 。TILC は 将来 参加 する か も し れ な い 
プロ ジェ クト で ある が 、 現 状 で は ILC を 議論 する こと は 大 変 難 
し い 。 














2. 米国 (DOE : エネ ルギー 省 ) 




















・ 日 本 の 誘致 表明 を 前 提 に 準備 研究 所 段階 に 進む こと を 引き 続 
文 持 。 準 備 研究 所 期間 中 に 、 国 際 費 用 分 担 な どの 課題 を 議論 。 

・ 米 国 の 真 献 度 の より 詳細 な 検討 や 米国 内 予算 プロ セス の た め に 
も 、 ホ スト 国 が リー ド し 、 国 際 協 力 の 下 で の 準備 研究 所 プロ セ 
ス の 開始 が 必要 。 

・ 政 府 間 協 議 を 進め る た め の 枠 組み と し て 、TIDT 提 案 書 に 示さ れ 
た 枠組 や 、 政 府 と 関係 機関 で 構成 され る 暫定 会 議 が 考え られ 
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ESFRI (European Strategy Forum on Research Infra-structure) : 欧州 全体 の 研究 イン フラ の 整備 の た め 、2002 年 に EU 加 盟 国 に より 設立 
FCC(Future Circuler Collider) : 欧州 合同 原子 核 研究 機関 (CERN) が 建設 を 構想 し て いる 全 周 100km の 衝突 型 円 形 加速 器 




















2 令 和 3 年 度 に お ける 県 の 取組 状況 





1 国 へ の 働き か け 、 国 民 ・ 県 民 理解 の 増進 
(1) 国 へ の 働き か け 等 
ア 政府 予算 要望 
6 月 17 日 (Web 面 会 ) 
文部 科学 省 (高橋 ひな こ 副 大 臣 )、 内 閣府 【 科 学 技術 政策 】( 井 上 信治 大 臣 )、 内 閣府 【 地 方 劉生 】 (坂本 哲志 大 臣 ) 
11 月 29 日 
文部 科学 省 (田中 秀幸 副 大 臣 )、 内 閣府 【 地 方 創 生 】 (野田 聖子 内 閣府 特命 担当 大 臣 )、 復 興 庁 (西銘 恒 三 郎 大 臣 )、 
財務 省 (鈴木 僕 一 大 臣 ) 
一 令 和 4 年 度 政府 予算 等 に 関す る 提言 ・ 要 望 (11 月 29 日 ) 
要望 事項 タ 
1 国際 リニア コラ イダ ー (ILC) の 実現 
ILC の 日 本 で の 実現 を 目指 し 、 令 和 4 年度 の ILC 準 備 研究 所 の 設 
立 に 向け て 積極 的 に 対応 する と と も に 、 日 本 政府 が 主導 し 、 国 際 
的 な 議論 を 更に 推進 する こと 。 また 、ILC を 我が国 の 科学 技術 の 進 
展 、 さ ら に 、 産 業 ・ 情 報 ・ 技 術 の ネッ トワ ー ク 形成 、 震 災 復 興 、 
成長 戦略 、 地 方 創 生 等 の 柱 に 位置 付け 、 関 係 省庁 横断 の 体制 を 強 
化し 、 国 内 議論 を 加速 さす せる よう 要望 し ます 。 
イ 全国 知事 会 国 の 施策 並び に 予算 に 関す る 提案 ・ 要 望 
6 月 (今回 、 初 め て 「ILC」 が 具体 的 に 盛り 込ま れ た ) 


ウ 北海 道東 北 地 方 知事 会 定期 提言 
8 月 、11 月 





海外 研究 機関 訪問 : 中 止 
国際 会 議 ILCX2021 (10 月 つく ば 市 ) : 完全 オン ライ ン 実 施 ※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 成 染 症 の 影響 に よる 


コー こ ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニ ーー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニー ニー ニー ここ ーー ニー ここ ここ ーーー ニー こ ニ ーー ニー ここ ここ ここ ーー ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ーー ニー ニー ニー ニー ニニ ーー ニニ ーーー ニー ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ ここ と っ 


(2) 国民 ・ 県 民 理解 の 増進 
ア 講演 会 (一 般 対象 ) の 開催 
4 月 28 日 ILC 講 演 会 (オン ライ ン 併 催 ) (22 都 道府県 : 783 名 ) 
(岩手 県 国際 リニア コラ イダ ー 推 進 協 議会 と 共催 ) 


イ イベ ント へ の 出展 
7 月 27 日 ・28 日 「 東 北 ハ ウス 」 岩 手 県 デー (東京 都 ) 


10 月 2 日 いわ て の 森林 の 感謝 祭 ( 符 石 市 ) 
10 月 31 日 地域 材 ふ れ あ い 体験 会 (奥州 市 ) 


12 月 1 日 ~3 日 VACUUM2021 真 空 展 (東京 都 ) (オン ライ ン 併 催 ) 
(オン ライ ン 出 展 11 月 24 日 一 12 月 10 日 ) 








4 月 ニコ ニコ 超 会 議 (千葉 県 ) 
7 月 いわ て まる ご と 科学 ・ 情 報 館 
8 月 いわ て 銀河 フェ スタ 
9 月 県 農業 研究 セン ター 一 般 公開 
| 10 月 県 工業 技術 シン ター 一 般 公開 
| 【 延 期 】 
5 月 SF 大 会 (福島 県 ) : R4 年 度 に 延期 


選 コ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ここ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニコ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ちち こち ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ここ ちこ ここ こち ここ こら ポ 





ウ 県 内 プロ スポ ー ツ チー ム 等 と 連携 し た PR (試合 会 場 で の ブー ス 出 展 ) 
5 月 16 日 いわ て グル ー ジ ャ 盛岡 (盛岡 市 ) 【 奥 州 市 と 連携 】 
10 月 23 日 釜石 シー ウェ イブ ス REFC (盛岡 市 ) 

11 月 28 日 いわ て グル ー ジ ャ 盛岡 (盛岡 市 ) 





11/28 いわ て グル ー ジ ャ 盛岡 ホー ム ゲ ー ム 


エ 県 内 商工 関係 団体 機関 紙 等 に よる 情報 発信 
6 団体 
・ 盛 岡 商工 会 議 所 (毎月 3, 800 部 ) ] 
・ 岩 手 経済 同友 会 (毎月 500 部 ) 
・ 岩 手 県 中 小 企業 団体 中 央 会 (毎月 900 部 ) 
・ 岩 手 県 経営 者 協会 (毎月 450 部 ) 
・ い わ て 産業 振興 セン ター (隔月 1, 000 部 ) 
・ 岩 手 県 商工 会 連合 会 (4 半期 11, 600 部 ) 
オ 地域 住民 を 対象 と し た 説明 会 等 の 開催 
[ILC 解 説 セミ ナー 開催 ] 
12 月 26 日 一 関 市 (22 名 )、 奥 州 市 (27 名 ) 











カ 岩手 ILC 連 携 室 オー プン ラボ の 公開 
来場 者 : 11 団 体 、205 名 oi 
(県 内 事業 者 、 県 内 外 中 学校 ・ 高 等 学校 等 ) OM 
キ 企画 展示 「 宇 宙 xILC」【 県 南 広 域 振興 局 (国立 天文 台 水沢 と 連携 )】 
7 月 ~ 県 南 地域 7 市 町 で 巡回 展示 
[関連 イベ ント の 開催 
7 月 29 日 幼児 小学 生 を 対象 と し た ワー クシ ョ ッ プ ! プ ラッ ク ホ ー ル か ら 飛 び 出 す ジ ェ ッ ト の びっ く 
り 箱 を つく ろう ! 」 を 開催 ( 西 和 賀 町 ) 
8 月 8 日 小学 生 を 対象 と し た ワー クシ ョ ッ プ 「 夏 休み 工作 会 『 銀 河 ゴマ 』 を 作ろ う 」 (宇宙 や ILC に つ 
いて 学び 、 銀 河 を 模 し た コマ を 作成 ) を 開催 ( 束 野 市 ) な ど 


ク 盛岡 駅 前 歓迎 塔 へ の 看板 掲出 【 盛 岡 広域 振興 局 (盛岡 観光 コン ベン ショ ン 協 会 と 連携 ) 】 
盛岡 の 女 関口 で ある 盛岡 駅 前 に 看板 を 掲出 し 、 来 県 者 及び 市 民 へ の PR を 実施 





a 


8/8 夏休み 工作 会 (遠野 市 ) 




















盛岡 駅 前 看板 掲出 





2 


受入 体制 の 整備 
(1) 国際 研究 拠点 の 形成 支援 (まち づく り ・ イ ン フ ラ 整 備 分 科 会 ) 
ア 港湾 ・ 道 路 
県 内 港湾 の 活用 を 見 据え 、 機 材 搬送 に 係る 広域 交 な 搬送 計画 を 検討 (東北 LC 事業 推進 
ンタ ー の 取組 と 連動 し て 実施 ) a i 
・ILC 建 設 に 係る 機材 の 搬送 に つい て 、 港 湾 か ら ILC 建 設 修 補 地 ま で の 主要 道路 の 支障 箇所 (店 間 
道 橋 、 交 差 点 の 通行 な ど ) の 洗い 出し を 実施 “ 
[意見 交換 ] 7 月 8 日 研究 者 ・ 宮 城 県 ・ 関 係 市 
・ILC 大 型 機器 の 搬送 ルー ト に お ける 橋梁 耐荷 力 調査 (県 管理 橋梁 の 重量 耐荷 力 の 確認 ) を 実 
施 (6 か 所 : 国道 284 号 ・ 県 道 10 号 (江刺 室 根 線 )) 


イ まち づく り 

・ILC を 契機 と し た 地域 の 状況 に 応じ た 居住 や 交通 、 エ ネル ギー 等 に 関す る 「ILC ま ち づ く り 
モデ ル 」 の 研究 に 着手 (岩手 大 学 、 東北 ILC 事 業 推進 セン ター、 一 般 社団 法人 先端 加速 器 科 
学 技術 推進 協議 会 (AAA) と の 共同 研究 ・ 意 見 交換 ) 
[意見 交換 ] 岩手 大 学 (3 回 ) 、AAA (6 回 )、 市 町 (2 回) 

















ウ 環境 アセ スメント 
・ 環境 アセ スメント の 実施 に 係る 関係 機関 の 検討 状況 を 踏ま えた 、 庁 内 関係 部 局 と の 情報 
共有 ・ 意 見 交換 を 実施 
- KEK、 ア セス 有識者 、 研 究 者 と の 意見 交換 (8 回 ) 





11/11 まち づく り に 関す る AAA 及び 市 町 と の 
- 庁 内 関係 部 局 (環境 保全 課 ) と の 情報 共有 (4 回 ) 意見 交換 会 





10 





(2) イノ ベー ショ ン の 創出 (産業 振興 分 科 会 ) 
ア 加速 器 関連 産業 の 集積 促進 
⑦) ILC 技 術 シ セミナー の 開催 
ILC の 動向 や 最新 の 加速 器 技 術 に 加え 、 加速 器 の 産業 利用 等 、 幅広 く 加速 堆 に つい て 
の 情報 を 提供 
6 月 30 日 (47 名 )、 8 月 25 日 ※ (87 名 )、10 月 18 日 ※ (174 名 )、12 月 22 日 (132 名 ) 、 
2 月 (開催 予定 ) ※ オ ン ラ イン 開催 
《④⑰ 加速器 コー ディ ネー ター 等 に よる 支援 
・ 県 内 企業 と 研究 機関 ・ 大 手 企業 等 と の マッ チン グ を 実施 (KEK な どか ら 4 件 の 受注 成果 ) 
・ 次 世代 放射 光 関 連 等 を 受注 し た 企業 に つい て 、 受注 後 の 製造 ・ 据 付 ま で の 継続 し た 技 






術 支援 を 実施 ンー ー 
・ い わ て 産業 振興 セン ター が 初め て KBK か ら の 受注 (陽電子 源 冷却 装置 ) に 成功 し 、 KEK ーー 
と 共同 開発 を 開始 


イ 加速 器 関連 先端 技術 を 担う 専門 人 材 の 育成 
⑦) いわ て 加速 器 関連 産業 研究 会 「 チ ャ レン ジ 部 」 
エン ジニ ア や 設計 者 向け の 実習 な どの 技術 支援 を 実施 
【 中 止 】 第 1 回 1 月 27 日 


吉 寺 ここ ーー ここ ここ ここ ここ ニニ ニニ こ ニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ニニ ここ ニニ ニコ 


2 月 (第 2 回 開催 予定 ) 
(《⑰ いわ て 加速 器 関連 産業 研究 会 「 加 速 器 関連 産業 参入 実践 塾 」 
加速 器 コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 、 営 業 の ノウ ハウ に 関す る 講義 、 県 内 企業 が 所 有 し て い 
る 技術 と 研究 機関 等 と の マッ チン グ を 実施 
7 月 30 日 (5 社 7 名 ) 


参加 企業 に 対し 、 コ ー デ ィ ネ ー タ ー が 個別 訪問 し 、 フ ォ ロ ー を 実施 7730 加速 器 関連 産業 参入 実 貴 吉 


ウ イノ ベー ショ ン 創 出 拠点 の 形成 
・ILC を 核 と し た イノ ベー ショ ン 創 出 拠点 の 形成 に 向け 、 岩 手 医大 ・ 岩 手 大 ・ 岩 手 県 立 大 ・ い わ て 産業 振興 セン ター・ 県 に より 、 


大 学 間 ・ 産 学 連携 に よる 共同 研究 等 に つい て 意見 交換 (4 回 ) を 実施 し 、 各 大 学 の 研究 テー マ を 取り 上 げた ILC 技 術 セ ミナ ー を 
大 学 と 共同 開催 
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ILC に よる エコ 社会 の 実現 (グリ ー ン ILC 分 科 会 ) 
ア 岩手 大 学 や 民間 企業 と の 共同 研究 の 推進 
(7) ハス クレ イ ( 著 熱 吸着 材 ) に よる 排 熱 の オフ ラ 
イン 輸送 の フィ ー ル ド 実 験 (温泉 の 排 熱 を 輸送 し 、 | 
イチ ゴ ハ ウ ス で の 栽培 に 利用 ) を 実施 し 、 イ チ ゴ 
ハウ ス の 暖房 に 使用 する 灯油 の 削減 効果 を 確認 
ドロ ー ン に よる レー ザー 測量 デ ー タ か ら 森 林 
資源 解析 を 実施 し 、TLC 地 上 関連 施設 等 の 整備 時 壮 語 寺 
に お ける 県 産 木 材 の 利 活用 方 策 を 研究 と 
⑰) 第 18 回 日 本 加速 器 学会 年 会 (8 月 9 日 て 12 日) で 論文 発表 
・「 吸 着 式 蓄 熱 材 を 用 いた 大 型 加速 器 か ら の 排 熱 利用 に 関す る 研究 (2②) 次 熱 材 ハス クレ イ に よる 排 熱 利 用 の 実証 試験 -」 
(産業 技術 総合 研究 所 、 高 砂 熱 学 工業 息 、 帆 WING、 東 日 本 機電 開発 帽 、 岩 手 大 学 、 岩 手 県 ) 
・「ILC 候 補 地 域 の 林産 業 の 活性 化 に 向け た 森林 資源 等 解析 」( ア ジア 航 測 箇 、 岩 手 大 学 、 岩 手 県 ) 


(3) 


(1) 





ハス クレ イ に よる 温泉 の 排 熱 利 用 の フィ ー ル ド 実 験 

























イ グリ ー ン ILC 普 及 啓 発 
グ リ ー ン ILC へ の 理解 促進 の た め 、 民 き ナー を 開催 し 一 関 市 の バイ オマ グリ ー ン ILC セ = ニテ 2-3-4。 バイ オマ ス に ま る 堆 状 と 庄 呈 (所 困 直 0 代 材 の 利用 ) 
と ーー < tater eR SU し て こない で . 馬 講 し て いあ 。 


ス 資 源 利用 に よる まち づく りや 森林 整備 の 取組 等 に つい て 情報 を 発信 打 
10 月 休 目 ~29 目 第 8 回 グリ ー ン ILC セ ミナ ー 






る トド を 
nT 





CC ER 3 
川 | ーーー ーー バー || ll 
上 asa | TOY も 9 川中 ちっ I 下 ass 
42.GhCmi = 3 の 0!-CO2 






(YouTube 公 開 、 申 込 100 名 ) 
ee 本 思 チ > プ 工 坦 Fe 
| 、 | ee 
第 9 回 グリ ー ン ILC セ ミナ ー ( 令 和 3 年 度 2 回 目 ) : 中 正 | i = LE 
i EE ERE ーー ニ ニーーー: ニニ ピー ニー ーー ts 
第 8 回 グリ ー ン ILC セ ミナ ー 
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(4) 外国 人 研究 者 等 の 受入 環境 整備 (外国 人 居住 環境 分 科 会 、 外 国人 研究 者 等 の 医療 分 科 会 、 外 国人 研究 者 等 子弟 の 教育 分 科 会 ) 
ア a 
外国 人 研究 者 等 の 受入 の 窓口 と な る 国際 支援 オフ ィ ス の 体制 案 の 作 成 に 向け た 予備 調査 
を 実施 
10 月 国内 研究 機関 や 先進 自治 体 で の 外国 人 受入 れ に 関す る 事例 調査 ま (カブ リ IPMU、 
KEK、 つ くば 市 、 析 市 ) 
※ 行 政 手続 、 医 療 、 教 育 、 保 育 等 に お ける サポ ー ト 体制 、 課 題 等 ( イ 、 ウ と も 関連 ) 


イ 医療 分 野 に お ける 外国 人 研究 者 等 を 支援 する 地域 の 体制 づく り 
11 月 27 日 、28 日 医療 通訳 者 養成 研修 会 開催 (の べべ 28 名 ) 【 県 南 広域 振興 局 】 








ウ 外国 人 児童 ・ 生 徒 の 受入 れ 環 境 整 備 
・ 分 科 会 及び ILC に 関す る 外国 人 児童 生徒 教育 環境 整備 連絡 協議 会 に お いて 、 外 国人 研究 者 等 
の 子弟 の 既存 校 で の 受入 課題 (日 本 語 指導 等 ) や 対応 方 策 等 を 検討 
・ イ ンタ ー ナ ショ ナル スク ー ル の 設置 検討 準備 の た め 、 国際 プ ロジ ェクト と し て 進行 中 で あ 
る ITER (国際 熱 核 融合 実験 炉 ) 関連 施設 の 研究 者 の 子弟 が 通う 太 ヶ 所 イン ター ナシ ョ ナル 
スク ー ル (青森 県 ) の 運営 状況 等 を 調査 





六 ヶ 所 イン ター ナシ ョ ナル スク ー ル (幼少 部 ) 


(5) 交流 人 口 の 拡大 、 科 学 技術 教育 水準 の 向上 (地域 資源 活用 分 科 会 、 外 国人 研究 者 等 子弟 の 教育 分 科 会 ) 
ア 北上 サイ ト の 魅力 の 発信 ・PR 
⑦) 国内 外 に 向け た 情報 発信 
・SNS や ホー ムペ ー ジ に よる 岩手 の 食 や 観光 等 の 情報 発信 
【 海 外向 け 】 THE KITAKAMI TIMES 
(15 回 発信 、 年 度 内 に 24 回 予定 ) 
Twitter 「Iwate & the ILC」 
(16 回 発信 、 フ ォ ロ ワー362 人 ) 
【 国 内 向け 】 Twitter 「 岩 手 &ILC」 
(994 回 発信 、 フ ォ ロ ワー1, 407 人 ) 
Facebook 「 岩 手 &&ILC」 
(155 回 発信 、 フ ォ ロ ワー1, 205 人 ) Es AA 
・4 月 22 日 アナ ・ ポ ラッ ク テ ベ トリ ッ チ 駐日 スロ ベニ ア 共 和 国 特命 全権 大 i 6 A 
使 の 知事 表敬 、 県 内 ILC 関 係 者 に よる 取組 紹介 及び 意見 交換 っ 9 
・10 月 26 日 て 29 日 国際 会 議 I1LCX2021【 再 揚 】( オ ン ラ イン 開催 、592 名 ) 
- バー チャ ルプ ブー ス を 設置 し 、 本 県 の 食 、 観 光 、 生 活 情 報 等 の 魅力 を 発信 
- サイ エン スコ ミュ ニケ ーション に 関す る セッ ショ ン に 参加 し 、 地 域 で 
の 取組 等 を 紹介 











ILCX2021 バー チャ ル ブ ー ス で の 情報 発信 


平泉 黄金 文化 と 関連 付け た ILC 講 演 会 (11 月 ) : 中 止 
SEI 
(《⑰ PR グッ ズ 作 成 

大 船渡 商工 会 議 所 と 連携 し 、 地 元 事業 者 の 企画 提案 に よる PR グッ ズ を 作成 
・ 被 災 松 の は が き (東日本 大 震 災 で 被災 し た 大 船渡 の 松 を 再 利 用 ) 

・ 木 札 型 キー ホル ダー (県 産 の 桂 (そん じゅ ) の 木 を 使用 ) 





木札 型 キ ー ホ ル ダ ー 被災 松 の は が き 


イ 


ILC に 関連 する 教育 ・ 人 材 育成 の 推進 
⑦) TILC 推 進 モ デル 校 、 高 校生 科学 ・ 工 学 コ ン テ ス ト 等 
・ コ ン テ ス ト 参 加 希 望 校 の 研究 活動 の フォ ロー アッ プ の た め 、 研 究 者 に よる アド バイ ス 
を 実施 
11 月 30 日 盛岡 第 一 高等 学校 (5 名 ) 
* 高校 が 独 自 ( こ 開催 する 講演 会 に こ 講 師 を 派遣 
7 月 8 日 関 第 一 高等 学校 (204 名 ) 
講師 : ILC 推 進 局 職員 
10 月 4 日 盛岡 第 一 高等 学校 (283 名 ) (オン ライ ン ) 
講師 : 理化 学研 究 所 主任 研究 員 ン 蘭州 大 学 教授 齋藤 武彦 氏 











LC 推進 モ デル 校 は 全 県 前 取組 を 休止 し 、 年 度 末 の 成果 交流 会 を 中 止 ! 
! 高校 生 科学 ・ 工 学 コ ン テ ス ト 及 び コ ン テ ス ト 優 勝 校 に よる 先端 研究 施 設 派 遣 研修 を 中 止 ! 


1 
ーーー トー ーー イー トー トー ナート ーーー イート ーーー トー に ーーー トー トー に ーーー ナー ナー トー トー イー トー パー パー ャ ーー に ーー トー ーーー トー レー トー ナー ーー ナート ーー イー トー ナー トー に イー トー イー ナー ナー トー パー トー トー ナー ナー トー に ーーー トー トー パー ナー パー ナー トー トー パー ナート ーー トー トー トー トー トー トー ナート ーーー | 











(4) 小 中 学 校 で の 出前 授業 の 実施 【 盛 岡 広域 振興 局 、 県 南 広域 振興 局 と 連携 】 
盛岡 市 (5 回 ) 、 滝 沢 市 (1 回 )、 矢 巾 町 (1 回) 、 雪 石 町 (1 回 ) 
花巻 市 (1 回 )、 境 野市 (1 回 ) 
二戸 市 (1 回 )、 一 戸町 (1 回 ) 





11/30 研究 者 に よる 研究 活動 の フォ ロー アッ プ 
(盛岡 第 一 高等 学校 ) 





10/30 出前 授業 (盛岡 中 央 高校 附属 中 学校 ) 
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